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助産専攻の学生が気づいた産婦の支えとなる関わり
～産婦とその家族への接近に焦点をあてて～

Supportive care for a woman in childbirth in the student's awareness 
at midwifery practice：putting the approach to a woman and her family into focus

白石　佳子 1

Yoshiko Shiraishi

要旨

本研究では、助産学生が気づいた産婦の支えとなる関わりについて、分娩期の助産学実習を終え、研究参
加協力の承諾を得られた学生 5 名を対象に、半構成的面接法にてインタビューを行い、逐語録を質的記述的
に分析した。学生の産婦への関わりは、産婦とその家族への接近に焦点をあてた経験として語られ、【産婦
との初対面を意識した態度】【接近時の学生の心情と心構え】【産婦の今の状況への対応と模索】【産婦や家
族との関係性構築の手がかりを得る】の４つのテーマが抽出された。本研究は所属大学の研究倫理委員会の
承認を得て開始した。利益相反はない。
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Ⅰ．諸言
助産師教育の主たる教育内容である助産学実習

の中でも、分娩期実習は、助産専攻の学生にとって
主要な課題であり、産婦の支えとなる関わりは、分
娩介助技術の提供とともに産婦への精神的支援に
関わることから、分娩進行にも影響する。本研究で
は、助産専攻の学生が気づいた産婦の支えとなる関
わりについて、記述し分析することで、助産師教育
の方法の改善につながる資料を得たいと考えた。

現在、日本における助産師教育は、大学院、大
学、大学専攻科・別科、短大専攻科、専門学校で行
われ、助産師教育課程は多様化しており、助産師教
育での分娩介助や受け持ち事例への実習の質の向

上については議論がなされており 1）2）、現在もこの
ことは、継続した課題となっている。A 大学別科助
産専攻においても、助産師教育の方法について、よ
りよいものを考えていく必要がある。A大学の別科
助産専攻では、助産学実習 11 単位のうち、分娩に
携わる実習が 6 単位（産褥期も一部含む）を占めて
おり、学生は、産婦やその家族との関わりをとおし
て助産実践を学ぶ機会に恵まれている。A大学の助
産学生にとって、分娩期実習での、産婦の支えとな
る関わりは、分娩介助技術の習得とともに主要な学
修課題である。

近年の少子化や妊娠の高年齢化を背景に、分娩期
にケア対象となる産婦は、高年初産などリスクを伴
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う方も少なくない。また、産婦は自らの出産に主体
的に取り組み、より安全で満足のいくものにしたい
というニーズが高まっており、助産師には、産婦の
望む出産スタイルに応えていくケアが求められて
いる 2）。さらに、分娩期における産婦へのケアは、
分娩介助技術の提供とともに分娩進行に影響し、こ
れらは、産婦自身の出産体験の自己評価に強く関連
するといわれ 3）、産後のうつ傾向や出産後の子育て
にも影響するため、助産専攻の学生にとって、分娩
期における産婦の支えとなる関わりの経験は重要
である。

本研究では、助産学実習の分娩期実習において、
助産専攻の学生が気づいた産婦の支えとなる関わ
りについて明らかにすることを目的とした。

Ⅱ．研究方法
1．研究デザイン

質的帰納的研究

2．研究対象者
A 大学別科助産専攻の学生で研究参加協力の承

諾を得られた学生である。

3．データ収集期間
2015 年 9 月～ 2016 年 12 月

4．データ収集方法と分析
助産学実習前に研究参加協力のお願いを口頭と

文書にて行い、研究参加協力の承諾が得られた学生
より直接研究者に連絡をいただき、書面にて同意を
得た。インタビュー時期については、実習や学修が
支障なく行えるよう、研究参加協力者の意向や都合
を伺い、連絡調整を行ったうえで実施した。データ
収集は、半構成的面接法を用いて、独自に作成した
インタビューガイドを用いて面接を行った。面接
は、学生本人の都合の良い日時とし、1 回 50 ～ 60
分程度で、場合によっては複数回とした。インタ
ビュー内容は、IC レコーダーに承諾を得て録音し
た。語られた内容は、逐語録におこし、データ分析
は継続的に行い、同類の内容や意味するものと思わ
れるものを抽出し、それらの意味づけを行い、質的
に分析を行った。分析にあたっては、研究者のもつ
能力やバイアスが結果に影響する 4）ことから、信頼

性・妥当性を高めるため、以下のことを行った。①
面接について、可能な場合は複数回行い、整理、分
析した内容について研究参加協力者に確認しても
らう。③母性看護・助産の臨床経験を持つ看護者や
研究者と話し合いをもつ。

5．倫理的配慮
研究協力については、自由意思に基づき、同意し

ても途中で断ることが出来ること、また断ることで
不利益を被ることはないこと、研究参加同意後や研
究終了後にも、同意の撤回が出来ること、得られ
たデータは匿名化し、本研究以外には使用しないこ
と、成績評価には一切関係しないこと、研究成果は
学会等で発表することについて文書と口頭で説明
し、書面にて同意を得た。面接は本人の都合の良い
ときに行い、研究参加協力者の拘束感につながらな
いよう配慮した。面接場所はプライバシーを保持で
きる個室で行い、面接の際、話したくない時や精神
的負担を感じる時は申し出ができること、面接終了
後も疑問や不安を感じたときは、研究者と連絡が取
れるよう連絡先を伝えた。得られたデータについて
は匿名性を保持し、データ管理は厳重に行った。本
研究は所属大学の倫理審査委員会で承認（承認番号
27-9 号）を得て開始した。

6．本研究における用語の定義
産婦の支えとなる関わり：学生が提供したケアあ

るいは、提供したいと考えたケア、助言、態度、姿
勢をいう。

Ⅲ．結果
1．研究参加協力者の概要

本研究の参加協力に承諾を得られた助産学生は 5
名であった。その概要を表１に示す。

2．産婦・家族への接近に焦点をあてた関わり
助産専攻の学生の産婦とその家族への接近に焦

点をあてた関わりについて 4 つのテーマ【　】が抽
出された。カテゴリー＜ ＞とあわせて表2に示す。
以下に、テーマごとに該当するカテゴリーに基づき
その概要を記述し、研究参加協力者の語り「　」を
引用して結果を示す。
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表 1　研究参加協力者の概要

表 2　助産専攻の学生の産婦とその家族への接近に焦点をあてた関わり



助産専攻の学生が気づいた産婦の支えとなる関わり 

― 82 ―

【産婦との初対面を意識した態度】
助産学生にとって、対象産婦との最初の出会いは

分娩開始になってからがほとんどであった。ケアの
対象者として初めて接する際の挨拶や自己紹介は、
雰囲気やタイミングを推しはかり行い、視線を合わ
す、状況によっては自然にとけこめるようにという
表現で、産婦との初対面を意識した態度について
語った。
「陣痛が来ているときだったら、さすったりとか

して落ち着いてから自己紹介しました」Ａ
「なるべく（私の）緊張感が伝わらないように柔

らかい雰囲気で、笑顔で、まずは挨拶からしようと
いうのは心がけていました」Ｂ
「初対面なのでやっぱり自分のことを知ってもら

うために、自分の名前だったり、なるべく産婦さん
の目線の高さといっしょになるように近づいて声
をかけたりっていうところから、まずは入っていく
ようにしました」Ｃ
「産婦さんも結構ヒーヒーになっている状態で、

自分ははじめましてなので、わりとこう自然にとけ
こめるように、違和感ないように関わろうと思っ
て・・」Ｄ

【接近時の学生の心情と心構え】
産婦への接近時には、緊張する、硬くなる、ドキ

ドキするという心情があり、産婦の状況からどうし
ようかという、わからなさや戸惑いが生じていた。
また語りを続ける中で、お産に向けての関わりへの
決意や産婦の受容と支えについて思案することが
語られた。
「確かにそう、苦しいとかなっている時には、私

も緊張しますし、ピリピリしている感じが自分にも
移るというか・・・ちょっと硬くなるというか」Ａ
「最初の接近、なるべく緊張感が伝わらないよう

に・・」Ｂ
「緊張してちゃんと話しかけられるかなっていう

のもあるし、自分の緊張感が伝わって、お互いぎく
しゃくしないようにっていうのは常に考えながら、
関わるようにして」Ｃ
「産婦さんに会うまでは、正直どんな方か、わか

らないので、ちょっとこう・・ドキドキじゃないで
すけど、どんな方だろうというのはあるんです」Ｅ
「学生なのでわからない部分があるから、こう

きょろきょろはすると思うけど」Ｄ
「ちょっとどうしようかなっていうか、戸惑いも

ありました」Ａ

「産婦さんがいいお産になるように、これから関
わっていこうという心持で話しかけていました」Ｃ
「お話をしてみてとか、まあお顔を合わせて状態

をみてからは・・そうですね。どのような方であっ
ても、産婦さんを受け入れるというか、こういう方
なんだというのを受け入れ・・痛いのは皆さん一緒
ですし、じゃあ痛いのをどう支えていこうかなとい
うのを考えたりします」Ｅ

【産婦の今の状況への対応とその模索】
産婦のそばで助産学生は、陣痛の程度をじっくり

観ながら、その対応を模索し、強い時は産婦に触れ
てさする、強い痛みに共感しながら、産婦のいる場
の雰囲気をよみ、基本的なケアを提供したことを
語った。また、陣痛が落ち着いた状況を産婦の様子
から判断し、落ちついた中での対話として助産学生
が得たいと考えた、産婦に関する情報を尋ねたと
語った。
「陣痛が来ている時だったら、先にさすったりし

て・・産婦さんは今の状況に精一杯という感じで、
苦しんでいるというか、それを和らげる方向に集中
した方がいいと思い、表情みながら・・していまし
た」Ａ
「マッサージしながら今辛いですよね、痛いです

よねって、共感していく中で、自分の戸惑いとか緊
張も、関わっていく時間とともに減っていく感じで
した」Ａ
「腰をさすって、お水いりませんかとか、暑くな

いですかとか、汗出てないかなあとかみて、そんな
基本的な関わりをしていました」Ｂ
「分娩室に入って、シーンとした中で痛みを迎え

ているときは、雰囲気を壊さないように、声のトー
ンを落として話しかけたりしてました」Ｂ
「まだお部屋にいる方だったら、陣痛はそんなに

強くないし、赤ちゃんの性別とか聞いたりして」Ｂ
「落ち着いたときに改めて声かけすると、目線が

あって声のトーンも落ち着いていて」Ｃ
「落ち着いたときにひと呼吸整えてもらい、表情

も楽になった時に話しかけると、産婦さんもこちら
に興味を示し話しかけてくれる」Ｃ
「間歇時に得たい情報を聴きつつ、話ができる状

態だったら、今の状態に特に関係のない、赤ちゃん
の性別やご主人のこととか、そういうのを聴きなが
ら接していきました」Ｅ
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【産婦や家族との関係性構築の手がかりを得る】
産婦の状況をそばにいる家族とともに理解し、助

産学生が行う産婦ケアの実際を、家族が肯定的に受
け止め模倣しながら実施する様子を語った。産婦、
家族の両者から助産学生のケア介入を了解しても
らい、ケア提供者としての承認や受容について感じ
たことを話した。また、家族による産婦ケアの効果
に気づき、そのケアに対する尊重や配慮、家族のケ
アを導くことについても話した。その一方で、自分
自身が産婦とその家族のいる場に、受け入れてもら
えることを期待していたと語った学生もいた。
「産婦が陣痛を迎える時、家族の方がいるときで

あれば、家族と合わせて、ああ来ましたねえと、モ
ニターを観ながら旦那さんと話して、ちょっと手助
けしますねという風に、少しずつ身体を触ったりと
かして工夫しました」Ｂ
「産婦さんに今ここら辺が痛いとか、痛いところ

を伝えてもらって、産婦さんにもどのくらいの力
加減がいいとか、話してもらいながらこういう風に
とやってみせたり、声をかけてやり始めてもらう時
には、結構こうしたらいいんですよねとか、こんな
感じでいいんでしょうかと、皆さん関わって下さる

（家族の）方がほとんどでした」Ａ
「間歇時に息を吐くとか、こういう風にするとい

いですよというと、旦那さんもこういう時はこうす
るんだとわかって、ほら今深呼吸だよって産婦さん
にいってたり・・」Ｄ
「家族の方にも一緒にご挨拶しているので、やっ

ぱり産婦さんにもなんていうのか、警戒心とかもな
く、えっと気持ち的にもいいのかなっていう風に思
うんですけれど、ご家族の方からああお願いします
といわれると、産婦さんもなんかちょっと笑顔がみ
られたりっていうのがあるので、なるべく産婦さん
だけでなくご家族の方の表情とかを確認しながら
関わるようにしました」Ｃ
「産婦さんの陣痛間隔が短くなったとか、今から

こうなっていきますよという話をしていると、ご
主人さんがこうなるんだって、頑張ろうとか、私の
言ったことを受け取って、励みとして伝えているの
を聞くと自分の意見が尊重されるというか、受け入
れられているんだなと思います」Ｅ
「自分が関わるときは初対面になるけど、やっぱ

り家族になるとすごい支えになるなって、表情とか
も縋っているというか、何か手を握ったりする瞬間
に表情が和らいで、やっぱり家族は違うなと思いま
した」Ａ
「旦那さんも奥さんを支援しようと思っているか

ら邪魔しないように、旦那さんがマッサージしてな
いところをしたり、一緒に両親学級とか参加したの
ですかと聞いたりして」Ｂ
「私一人が産婦さんと関わっていると、家族の方

は離れて座って、何もできないじゃないですけど、
気持ちがいいものではないと思うので、産婦さんの
今の状況を伝えたり、マッサージや水分補給とかし
てもらったりしていました」Ｃ
「旦那さんが何していいかわからない様だった

ら、積極的に話しかけて、産婦さんと旦那さんの距
離を縮めたりしていきました」Ｂ
「学生で自信はないですけど、心の中はドキドキ

していますけど、こう背筋を伸ばし、表情を明るく
いけば、受け入れて下さるかなと」Ｄ

Ⅳ．考察
学生は初対面の産婦への接近に緊張や戸惑いを

感じながらも、産婦の今の状況を観察し、共感しな
がら必要なケアの方向性について模索した。特に陣
痛の程度や産婦の反応に合わせた対応とその模索
は、産婦に寄り添い、より近づくための重要なケア
のきっかけとなった。学生は、産婦に付き添う家族
の様子を気遣いながら、産婦の状況をそばにいる家
族とともに理解すること、時に学生のできるケアを
その場で実践し、ケア提供者として産婦に受容され
家族にも承認されることは、産婦とその家族との関
係性構築への手がかりを得ることに繋がった。その
関係性の中で、学生は、家族とともに産婦の支えと
なるケアに気づき、また分娩進行の見通しを伝える
ことで、家族の産婦へのケアが導かれ、その家族の
ケアが効果的であることを学んだ。これらが助産専
攻の学生が気づいた産婦の支えとなる関わりであ
ると考える。

今回の学生の関わりは、妊娠期からの継続した関
わりではなかったが、本研究のインタビューへの参
加から、産婦に寄り添うことでの観察力、産婦・家
族に耳を向ける自己の姿勢の変化に気づく 5）こと
ができたのではないかと考える。本研究を通して、
産婦とその家族への接近過程、関係性の構築過程の
中で、助産専門職を目指す学生の実習での経験の意
味、テーマが抽出できたと考える。

Ⅵ．結論
助産学生が気づいた産婦の支えとなる関わりは、

産婦とその家族の接近に焦点をあてて語られ、【産
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婦との初対面を意識した態度】【接近時の学生の心
情と心構え】【産婦の今の状況への対応とその模索】

【産婦や家族との関係性構築の手がかりを得る】の
4 つのテーマが抽出された。
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